
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害福祉サービスの「生活介護」を提供する「チャコール（藤井町）」から、『日中

の活動のなかで利用者のみなさんが仕分けるペットボトルのキャップが不足して困っ

ている』という相談がありました。キャップの仕分けを通して、考えながら手先を使

う活動や、仕分けたキャップを業者に納品することで得られる売上げを、工賃として

利用者のみなさんにお支払いすることにつながっています。キャップの仕分けといっ

ても、『色ごとや柄ごとに分ける』『キャップに貼ってあるシールをはがす』『プラスチ

ックとそうでないものに分ける』などいくつもあります。 

事業所のある藤井町を含む三ツ川福祉委員会（藤井町・野寺町・木戸町・寺領町）

に相談したところ、三ツ川地区のご家庭に寄附をお願いする町内回覧と、キャップを

回収するボックスを各町の集会場や公民館に設置していただけることになりました。 

原則、各町のサロン開催日に回収することになっていますが、それだけでは回収が

追いつかないところがあるなど、地域のみなさんのご協力によって、たくさんのキャ

ップを集めることができています。 

※生活介護とは・・・ 

常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護等を行うと共に、 

創作的活動又は生産活動の機会を提供します。 

ペットボトルキャップ回収 
～三ツ川地区×障害事業所～ 

▲回収ボックス設置の様子（木戸町集会場） 

 

地域の活動紹介～桜井地区：ペットボトルキャップ回収～ 

  

▲回覧チラシ 


